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Abstract

    A manuscript should be prepared with a laser printer or equivalent output with higher quality than a 24 dot-printer.  You must submit A4 sheets with a top margin of 26mm, left and right margins of 16mm, and a bottom margin of 20mm.  The title and the name(s) of the author(s) should be printed on the first page in both Japanese and English, followed by the abstract of about 300 words, giving a brief account of the most relevant aspects of the paper.  Each paper must include about five keywords in order to indicate the main topics discussed in the paper and to provide basic terms for indexing.  Main text will start with a line spacing above.  All figures and tables are positioned within text. [Times New Roman 9pt]
Keywords: School of Engineering, Original Paper, Guideline for Manuscript[Times New Roman 9pt]

1．まえがき[MSゴシック11pt, 中央揃]

　『東海大学紀要工学部（以下、工学部和文紀要）』に投稿できる原稿は，工学部和文紀要一般規定6.に定める論文，速報論文・ノート，技術報告，展望・解説・トピックス，学部等研究教育採択者報告，新任教員紹介，その他工学部紀要委員会が掲載を認めたものである． [MS明朝9pt]

　論文は原則として，その内容が一般に公表されている国内外の印刷物に未投稿のものであって，理論，実験等に誤りがなく，独創的な研究で，学術的・工学的に価値ある結論あるいは事実を含むものでなければならない．

　それぞれの原稿は，A4用紙に25字×51行×2段＝2550字，横書き（刷上がり1ページに相当）に執筆する．所定の投稿表紙を添付した原稿の正1部とそのコピー2部を著者（教員）が直接事務局に提出する．この際，提出原稿のコピー1部は著者が必ず保管する．

1.1　原稿の執筆上の注意[MSゴシック，9pt]

*1　工学部○○工学科教授　 [MS明朝，9pt]

*2　工学研究科○○工学専攻修士課程

*3　○○工業株式会社　

　原稿の書き方は，一般規程および投稿規定に従う必要があるが，第1ページおよび図などは本ページに示す見本を参照するとよい．左右に16mm，上28mm，下20mmのマージンをとる．本文は2段組としコラム幅は84mm，コラム間隔を10mmとする．論文，速報論文・ノート，技術報告，展望・解説・トピックスの場合，次の事項を番号順に必ず記載する．(1)和文題名(16ﾎﾟｲﾝﾄ)，(2)和文著者名(12ﾎﾟｲﾝﾄ)，(3)英文題名(14ﾎﾟｲﾝﾄ)，(4)英文著者名（11ﾎﾟｲﾝﾄ），(5)英文要旨(9ﾎﾟｲﾝﾄ)，(6)英文キーワード(9ﾎﾟｲﾝﾄ)．英文のフォントは，Times New Romanとする．

　(1)～(6)は1段組とし，コラム幅は160mmとする．また，最下段の左段に本文との間に線を入れて(7)著者の所属，職名(9ﾎﾟｲﾝﾄ)を記載する．本文(9ﾎﾟｲﾝﾄ)は，見本のように上記(1)～(6)を記述した後に，1行空けて書き始める．図，表および写真は，見本のように用紙にそのまま貼り込める大きさに用意し，本文中の説明と離れない位置に貼り付ける．図・表どうし，あるいは図，表と本文は１行以上間隔をあけるようにする．カラー写真掲載希望の場合は，紀要委員会でその必要性が認められた場合に限り掲載することができる．

(１行分あける．)

2．実験の概要

(１行分あける．)

2.1　使用材料

　Table 1に使用材料を示す．

(１行分あける．)

2.2 実験要因と割付け

　実験は・・・・・・・・・
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Fig. 1 Relation between water content of aggregate and durability index of concrete [Times New Roman 9pt, center]
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